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本講義の内容

• 課題（著作権クイズ）について

• 引⽤・参照の定義とルール

• 発表のポイント
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著作権クイズ



著作権クイズ１ （○/×）

• 著作権は商標権や特許権などと同様、
「知的財産権」の⼀部である。

• ○
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知的財産権

公益財団法人著作権情報センターＨＰ.著作権って何？(はじめての著作権講座）
http://www.cric.or.jp/qa/hajime/,（参照2019-6-25)
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著作権クイズ２（○/×）

• ⾃分のHP内に、無許可で他の⼈のHPのリンクを貼る
のは著作権侵害である。

• ×

• 他⼈の著作物であるHPの内容の複製をつくったり、⾃
らの著作物として送信しているわけではないので問題
ない。
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著作権クイズ３ （○/×）

• ディズニーキャラクターのイラストを描き、Tシャツ
にプリントし、フリマで販売する予定である。⾃分で
イラストを描くので、著作権上は問題ない。

• ×

• ⾃分でイラストを描く場合でも、ディズニーキャラク
ターと分かるものを無許可で作成し、販売するのは著
作権違反である。
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著作権クイズ４ （○/×）

• 図書館資料は著作権法31条で資料の複製が認められて
いるので、私的利⽤であれば図書1冊まるごとをコ
ピーしてよい。

• ×
• ⼀部、つまり⼀冊の半分までが⽬安。雑誌論⽂の場合

は、⼀論⽂ごとに著作とみなされるので、新刊をコ
ピーする際は⼀論⽂の⼀部のみ。ただし、次号がでた
のちは、⼀論⽂すべてをコピーしてもよい。
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著作権クイズ５ （○/×）

• 『⾚⽑のアン』の翻訳者である村岡花⼦は1893年に⽣
まれ、1968年に亡くなった。村岡花⼦の著作物の著作
権は、2019年6⽉現在、消滅している。

• ✖

• 著作権の保護期間は著者の死後70年である。
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著作物の保護期間延⻑

文化庁HP. 著作物の保護期間の延長に関するQ and A. 
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/kantaiheiyo_chos
akuken/1411890.html,（参照2019-6-25)
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クリエイティブ・コモンズ

Creative Commons Japan HP
https://creativecommons.jp/licenses/，（参照2019-6-25)11



ウィキペディア「冷戦」https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%B7%E6%88%A6，（参照2019-6-25) 12



京都大学貴重書デジタルアーカイブ「天正遣欧使節肖像画」https://rmda.kulib.kyoto‐
u.ac.jp/item/rb00007683#?c=0&m=0&s=0&cv=0&r=0&xywh=‐14451%2C‐
327%2C35364%2C6533，
（参照2019-6-25)
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引⽤と参照



引⽤と参照

• 共通点︓持論を展開するために、先⾏研究をは
じめとする⽂献を⽤いること。引⽤・参照した
⽂献は⽂中と、⽂末のリストに明記。

• 引⽤︓他者の意⾒や⽂章を、そのまま書き写す。
「」や段を下げることで、⾃分の⽂章でないこ
とを⽰す。

• 参照︓他者の意⾒や⽂章を要約した上で、⾃論
を展開する。複数の参照元を⼀⽂にまとめても
よい。
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「引⽤」「参照」のルールやポイント

指定されたフォーマットで引⽤・参照し、および参考
⽂献リストを作成する （今回はハーバード⽅式＋
SIST）

「⾃分の⽂章」が主で「引⽤部分」が従であることが
はっきりわかるように書かれている

引⽤部分の明確化、被引⽤⽂献（出典）の明⽰
「 」や “ ” でくくる
⻑い⽂章の引⽤は「段下げ」（インデント）
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「引⽤」「参照」の例︓バンクーバー⽅式

本⽂中で参照した
部分を、⽂献リス
トや註（脚注・⽂
末註）で明⽰

⽂献リストは引⽤
順

出典：伏木亨.うま味とにおいのインターラクション : 鰹ダシのおいしさを例に．日本味と匂
学会誌．2009, vol.16, no. 2, p.185-188.

本文
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「引⽤」「参照」の例︓ハーバード⽅式

参考文献

出典： 櫻井義秀. 分野別研究動向（東南アジア）グローバリゼーションと地域社会変動. 社会学評論. 2008, vol. 57, no. 1, p. 
204-217.

本文中に、著者と出版年を明示。
文献リストは、五十音順

本文
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図・表の引⽤⽅法

出典：”目で見るＡＳＥＡＮ－ＡＳＥＡＮ経済統計基礎資料－“外務省アジア大洋州局地域政
策課. http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean，（参照2019-6-25)

出典と加工
方法を明記
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「引⽤」「参照」の意味

⾃分の意⾒や発想の根拠を明⽰する

先⼈達による学問の積み重ねの中に、何を
付け加えたかを明らかにすることで、⾃分
の発⾒の位置づけを明らかにする

今までの⾒解に反論する場合でも、「反論
対象」の根拠を明⽰する

⾃分の意⾒と他⼈の意⾒とを区別する
「盗作」と⾒なされる恐れがある

⇒「著作権」侵害

 研究⽅法についても、引⽤・参照が求められ
る場合がある
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発表のポイント



発表のポイント１

1.関連資料を⼗分に網羅し、読み込んでいる
か︖

2.関連資料のポイントを的確にとらえているか、
他の⼈に分かりやすく伝えられているか

3.各グループならではの着眼点で、先⾏研究を
考察できているか
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発表のポイント２

1.分かりやすい資料の作成
フォント︓20PT以上 24PT 16PT

図の利⽤
⽬次の挿⼊

2.魅⼒的なプレゼン
導⼊
アイコンタクト
声の⼤きさ
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発表のポイント３

引⽤と⽂献リストの書式をきちっとおさえる
⇒引⽤︓⽂末註

参考⽂献リスト︓SIST_02  形式

科学技術情報流通技術基準 参照⽂献の書き⽅
http://sti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/main.ht
m の「5. 資料種類別の記述例 」を参照する

著者名の五⼗⾳順に作成、ウェブサイトは別項にまとめる
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